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社会福祉を、もう一度発見する。
～学ぶ・実践する・探究する。北星の社会福祉学～

「社会福祉」ってなんだろう？高

齢者の介護。病気や障がいのあ

る人への支援。もちろんそれら

も社会福祉の大切な領域です

が、それだけではありません。一

人ひとりが抱える困りごとを入

り口に、人がよりよく生きるため

に必要な社会の仕組みを考え

る。それが北星学園大学で「社

会福祉を学ぶ」ということです。
なが  い　 じゅんこ おお とも　しゅうじ

たか はし　 え   り

社会福祉学部 学部長

永井 順子 教授

社会福祉学部では社会福祉学科と心理学科を開設しています

が、両学科に共通しているのは「人と人との関係」を捉える点で

す。さらに社会福祉学科が目指しているのは、目の前の人だけで

なく、その人を取り巻く社会まで見つめる視座を持つ人を育てる

こと。たとえば誰かが困っている時、それを「個人の問題」として

捉えるだけでなく「なぜそのような困りごとが生まれているのか」

と考えてみる。心身の問題にとどまらず、社会との関係やその背

景にある仕組みまで視野を広げることを大切にしています。

こうした考え方に基づき、社会福祉学科には地域の課題解決や

まちづくりを学ぶ科目群もあります。そのため社会福祉士などの

資格取得を目指す学生だけでなく、公務員や教員、民間就職を

目指す学生も少なくありません。社会福祉を学ぶことは進路を狭

めることではなく、むしろ社会に向き合う視点を増やし、進路の

可能性を広げることにもつながっています。

介護や生活困窮は関係ないと思って

いても、ある日突然災害で家を失うか

もしれない時代。困りごと＝自分ごと

と考え、社会の構成員として互いに助

け合うための知識や技術を学ぶのが

社会福祉学です。

社会福祉学科には福祉系以外にも多様

な分野へ進んだ卒業生が大勢います。

そんな先輩たちから話を聞く機会も豊

富に用意しているので、自身の進路を考

えるきっかけになるはずです。

人を知り、社会を知る。
社会福祉学科のリアル

やりたいことが特にないまま社会福祉学科に入学しましたが、

学ぶ中で社会福祉士以外にもさまざまな進路選択の可能性が

あることに気づきました。そこで実習を履修せず、民間企業のイ

ンターンや就職活動に専念。福祉用品関係の会社の営業職に

内定しました。早めに進路変更したことで自分らしく学生生活

を楽しめるようになり、アルバイトを掛け持ちして趣味の時間も

満喫！タイや韓国のライブに一人で出かけるなど、行動力もつき

ました。社会福祉学科の進路は専門職だけではありません。授

業で学んだ「目の前の問題だけでなくその背景や環境まで考え

る」「対人関係において相手の事情を考える」という視点は、福

祉系以外の仕事や日常生活にも大いに役立つと感じています。

自分に向き合い、自由に学ぶ。
進路の可能性はいろいろ！

北星の魅力を再発見！
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●お話を聞いた人

社会福祉学部 社会福祉学科 4年
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社会福祉士や精神保健福祉士などの資格取得を目指す上で「実習」は誰もが通る道。しか

し実際に目の前の人と向き合う経験は、なかなか教科書通りにはいきません。だからこそ

一人ひとりの話を聞き、その人にとって何が必要か自分で考え、試してみる。うまくいかな

かったらもう一度考え、インプットした知識をアウトプットし、再び学び直す。この繰り返し

によって学生たちは「人と向き合う」ことの本質を学び、講義で学んだ知識を社会で生かせ

る経験に変えていくのです。福祉実習相談室では、実習に関する提出物や課題などの相

談、実習に向けた準備、実習先や学内の関連部署との連絡調整など、実習に取り組む学生

をさまざまな形で支えているほか、実習科目を担当する教員をサポートする役割も担ってい

ます。本学は道内の社会福祉教育の先駆けとして培ってきた歴史とノウハウがあり、実習

施設や卒業生とのパイプも豊富です。安心して現場への一歩を踏み出してください。

学びと福祉の現場をつなぐ
〈福祉実習相談室〉
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■社会福祉学部 社会福祉学科
https://www.hokusei.ac.jp/social-welfare/

学部の学びをより専門的に究めたい人、現場の課題を研究の視点から捉え

直して実務に役立てたい人のために、大学院社会福祉学研究科を開設してい

ます。本研究科は「研究と実践の両輪」を特色としており、理論研究と実践研

究の指導教官がバランスよく在籍している点が大きな強み。社会福祉学専攻

としては道内で唯一の博士（後期）課程を設置しており、研究者や教育者を目

指す人はもちろん、現場で働く社会人の学び直し＝リカレント教育の場として

も大きな意義を有しています。そのため、仕事や育児、介護などで忙しい人や

遠方に住んでいる人にも受講しやすいよう、講義から修士論文指導までカ

バーするオンライン受講システムや夜間開講、最長4年の長期履修制度など

を設けています。ソーシャルワークは社会の変化とともに知識のアップデート

が求められる仕事。生涯学び続ける意欲に応える環境が、ここにあります。

より深い学究の場を、より多くの人へ
〈大学院社会福祉学研究科〉
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社会福祉学部

実習は、福祉現場の実際と課題を学

び実践力を修得する大変重要な機

会となります。一方で、社会福祉を

学んだ学生が社会の多様な分野・

領域で活躍することが、社会がより

良くなる原動力になると思います。
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